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	受賞作品｜国語部門
	〈総評〉
	本年度も、「自身の考えや意見がしっかりと述べられているか」「読み手に伝えるために重要な表現力や文章構成力が各学年に応じて身についているか」といった点に着目し、選考の基準といたしました。今年の全体的な傾向として、家族や兄弟、友人などをテーマにした作文や習い事、中学生の部活動をテーマにした作文など、身近な題材をテーマにした作文に優れたものが多くありました。一方で、環境問題や世界平和、AI、性的マイノリティーなど、社会問題を取り上げたテーマの作品もありましたが、テレビやインターネットの情報だけをもとにしているため、内容や展開が表面的で、思考や分析の浅い作文が多かったのが残念な点です。また、例年通りの傾向ですが、「自分自身の経験をとおして学んだことを題材とした作品」「読書をとおして思考し、それを今後自分がどう生きていくのかにつなげている作品」「嬉しさ、悲しさ、悔しさなど、自分の感情や熱い気持ちを言葉でしっかりと表現している作品」「文章のリズムがよく、ユーモアや言葉選びのセンスが光る作品」といった作品が入賞しています。ただ、全体で600作品以上の応募がありながらも、このような優れた作品は少ないです。今回、国語部門に応募してくれた皆さんが、このコンクールをきっかけとして、文章を書く力をさらに伸ばしていくことを期待します。
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